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はじめに





























































































































































































































































































































































































































































































1 9. 5% 
1 2. 7% 
11. 0% 
2 9. 7% 
3 4. 7% 
2 4. 6% 
5 7. 6% 
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よくわかっていた わかっていた あまりわかっていなかった わかっていなかった
53名 46名 1 9名 0名
Q2「今回のような古典の授業を受けることの意義が感じられましたか？」
とても意義を感じた ある程度意義を感じた Iそれほど意義を感じなかった 1まったく意義を感じなかった
87名 28名 3名 0名
Q3 「今回の授業は楽しかったですか？ つまらなかったですか？」
とても楽しかった 楽しかった つまらなかった とてもつまらなかった
35名 67名 1 4名 2名
Q4「今回のような古典を深く探究する授業を受けてみたいですか？」
とても受けたい 受けたい あまり受けたくない 受けたくない
47名 56名 1 3名 2名
Q5 「今回の授業を通して、文学作品全般に対する見方は広がりましたか？」
とても深まった 深まった あまり深まらなかった 深まらなかった
59名 56名 3名 0名
Q6 「今回の授業を通して、世の中の物事全般に対する見方は広がりましたか？」
とても深まった 深まった あまり深まらなかった 深まらなかった
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【注】
(1)奈須正裕『「資質・能力」と学びのメカニズム』（東洋館出版、 20 1 7年）
(2)中嶋尚・竹内清己「概説日本文学文化』（おうふう、 20 0 1年）








(5)拙稿「教室に iPadがやってきた 1」(「日本文学文化』 15号、 20 1 5年）
(6)詳細については「ロイロノート SCHOOL」公式Webサイトの「導入事例」を参照
されたい。 (https://n.loilo.tv /ja/LNScase_kosei 2 0 1 9年9月25日、 22: 0 0時点）
【写真1】電子黒板を利用した質疑応答の様子 ［写真2]イラストを用いたレジュメの例
［写真3)「日本国語大辞典」を引く生徒の様子
※写真の掲載については許諾済み。ただし、無断転載は禁ずる。
（佼成学園中学・高等学校教諭）
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